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 学校ブロック塀の総点検と早急な対応を！！  

大阪北部地震で小学校のブロック塀が倒壊し児童が犠牲になるという痛ましい事 
故がおこりました。震災で犠牲になられた方々に心からお悔やみ申し上げます。 

6 月 25 日には、滋賀県教育委員会が実施したブロック塀等の緊急点検の結果を 
公表。27 日きのせ明子県常任とともに、堅田、膳所高校を視察し、学校関係者か 
ら話を聞きしました。堅田高校では、テスコートに隣接する壁打ち練習用のブロッ 
ク塀が規定の高さ 2.2 ㍍を超えた 2.8 ㍍で、ひび割れが生じ、立入禁止となってい 
ました。         
今回の緊急点検は、学校関係者による調査です。早急に、県が責任をもって総点 

検をし、迅速に対応するよう求めます。 
 また、道路に面した個人所有ブロック塀の点検と撤去などの安全対策も急がれます。 
そのための財政支援など引きつづき求めていきます。               （ ふしき ）   
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ふしき みちよ 検 索   生活相談会をおこなっています。 
毎月 第１.３月曜日 午後 3～5 時まで 
場所：ふしきみちよ事務所 無料・秘密厳守

河川の草木伐採、浚渫、維持補修や、河川改修は県民の強い願いです。

しかし、滋賀県の河川整備予算は、最も多かった 173 億円（1996 年度）

と比べると今年度は、96 億円で、6割弱にまで予算が減っています。 

その中での国庫補助は、1996 年度ピーク時比で 3 割弱まで減っていま

す。県単独の予算も、1996 年度から 2010 年度まで減り続けました。2011

年度からは、ようやく予算は増加していますが、県民の願いにこたえるに

は大幅な増額が求められています。 

現在、2 期目の滋賀県河川整備計画が検討されています。1 期目の計画

では、整備目標が 5 年間で 14 ㎞にとどまっています。県も国も抜本的に

予算を拡充することを求めていきます。 

７月５日、日本共産党の滋賀県議団と山脇正孝米原市議は、 

同市で竜巻とみられる突風で１４０戸の住宅などが損害を受けた６月２９日の災害

について、三日月大造知事宛で、被災者の支援などを申し入れました。 

現地視察をもとに、「大きな被害を受けた家屋や寺院の被災された方は途方にくれて

います」と訴えました。 

要請書は、①被災者の生活再建のため、被害の実態と被災されたみなさんの思いを

よく把握し、同市と連携を密にして、被災されたみなさんが１日も早く元の生活を取

り戻せるよう手厚い支援をすること ②相談員の派遣 ③「きゃんせの森」の復旧な

どです。引き続き、被災されたみなさんの声をお聞きし、対応を求めていきます。 

豪雨災害 救援募金にご協力を！ 

西日本などを襲った集中豪雨による大水害の犠牲者のみなさんに哀悼を捧げ、被災された方々にお見舞い申し上げます。 

豪雨災害の救援募金に取り組んでいます。みなさんのご協力を心より訴えます。 

７月５日、日本共産党の滋賀県議団と山脇正孝米原市議は、 

堅田高校を視察するきのせ県常任、ふしき県議

7 月定例会議の予定です。

7月 20 日（金） 開会

　　25 日（水） 代表質問

　　30 日（月）～ 8月 2日（木）　一般質問

8月  6 日（月） 各常任会

     7 日（火） 各特別委員会

     9 日（木） 閉会

　　　

※請願の締め切りは 7月 27 日（金）正午

※ご意見、ご要望をぜひお寄せください。

災害対策・生活支援　　

 


